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.発行部数 103，∞0部(毎月1日・15日発行)

広 報
.2画一・天峨ふるさと広場

.3面・・・平和月間、青少年議員に

・ 4面・ 5面…ツインシティ塁本

構想を紹介します

主な内容

/) 
/ 

第4~回湘南ひらつか花火大会
仕掛け花

会場入口

夏の夜空を彩る3，000発の花火。京華スターマインや水中花火、

火などバラエティ豊か芯花火が打ち上げられます。花火の前には、

で相州平塚七夕太鼓の上演もあります(午後6時と6時50分の2回)。

1>日時 7月30日 (金) 1>会場 湘南潮来(相模)11河口)

午後7時30分打ち上げ閣始

※荒天の場合は、 31日(土)に順延します。開催の有無は、午後1時30分ごろ

と午後5時ごろの2回、 FM湘南ナパサ (78.3MHz)でお知らせします。

お隣の花火大会の予定 日は

。大磯(大時港)… 7月31日〈土)<>厚木(相欄11三)11合3荒地点)"'8月 7日住)

O茅ケ崎(海水浴場)…8月 1日(日)<>寒)II(神川橋下流)“… … …8月10日以.0

海は涙を流せません!画然探偵・野道を行くj博物館
夏期特別展

激い、雨が降った次の自の平塚海岸。

枯れたヨシの茎と一緒にうちあげられる

空き缶、空きびん、ペッ トボト ル・一。

これらの多 くは相模川を渡って流れつい

たもの。

せ っかく海に来たのに、

いた ら悲 しいですね。

海は涙 を流せません。次のliもその次

の変 もきれいな海に出会えるよ うに、

ごみを出さない 「夏遊びJを楽しみまし

ょ7。

ごみで汚れて

A
土
屋
の
雑
木
林

探偵の目で自然の芯ぞときをしながら、平塚市西部に広がるE
陵地の四季の動植物を紹介します。美しい花・かわいい虫・不思

議芯動物な どを写真と標本で紹介する小学生向きの特別展です。

1>期間 7月 1 8日 (日)~8月29日(日) 月配日休館

1>時間 午前9時~午後5時(金駐日は午後7時まで)

女 プラネタリウムもどうぞ (観覧料 100円)

今回のテーマは「さよなう、お月さま」。月の様々な緊顔を紹介

します。7月17日(土)から8月29日(臼)まで、通常の土e日H在日に、水・

木眼目を加えた週4目、午前11時と午後2時から の2回投影します。

く9月5日(日)まで投影、 7月31日(土)はお休みします〉

部分月食 7月28日の夜7時22分ごろから9時45分ごろまで月食

が起きます。この日の月食は影の縁をかすめる部分月食です。
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平成11年7月15日

市
民
休
養
の
郷
天
城
湯
ケ
島
町

φ

認や

ふ
る
さ
と
広
場
を
楽
し
む
。

回

市
民
休
品
質
の
郷

・
静
岡
県
天
城
湯

ケ
島
町
に
あ
る
「
天
城
ふ
る
さ
と
広

場
」。

こ
の
施
設
は
、

山
荘
、
キ
ャ

ン
プ
場
な
ど
を
平
塚
市
が
、
野
球
場
、

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
の
ス
ポ
ー

ツ
施
設
を
天
城
湯
ケ
島
町
が
整
備
し

て
運
営
し
て
い
ま
す
。

温
泉
、
陶
芸
、
ゴ
ル
フ
な
ど
宿
泊

で
楽
し
む
の
は
も
ち
ろ
ん
、
日
帰
り

で
も
楽
し
め
る
施
設
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
土

・
日
臨
日
は
も
と
よ
り
、

平
日
に
ゆ
っ
く
り
ス
ポ
ー
ツ
や
温
泉

を
楽
し
ん
で
み
る
の
も
よ
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。

宿
泊
や
施
設
の
利
用
申
し
込
み
は
、

六
か
月
前
か
ら
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

(夏
休
み
の
宿
泊
は

一
月
に
は
が
き

で
の
申
し
込
み

(抽
選
)
で
し
た
が
、

キ
ャ
ン
セ
ル
な
ど
で
空
き
が
あ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
山
荘
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
)

。
申
し
込
み
先
ひ
ら
つ
か
天
城
山

荘

(〒

ω
l
仰
天
城
湯
ケ
島
町
上
船

原

m
i
-
-宮
0
5
5
8l
u
-
-

0
5
0)
 

。
問
い
合
わ
せ
先
交
流
親
善
課

(宮
お
1
2
5
2
0)

※
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
料
金
は
、
平

塚
市
民
の
方
が
利
用
し
た
場
合
の
価

格
(
税
抜
き
)
で
す

ひらつか天城山荘

遊びどころいっぱいの
「芙服ふるさと広場j

ひ
5
っ
か
天
城
山
荘

山
荘
の
魅
力
は
何
と
い
っ
て
も
露

天
風
呂
。
ス
ポ
ー
ツ
で
汗
を
か
い
た

あ
と
は
、
蕗
天
風
巴
に
ゆ
っ
た
り
と

入
り
な
が
ら
星
空
探
索
な
ど
い
か
が

で
す
か
。

マ
客
室

(全
ロ
室
・
定
口
白
人
)

・
家
族
室
・
:
和
釜
山
口
、
お
年
寄
り

に
も
使
い
や
す
い
洋
式
ト
イ
レ
が
あ

り
ま
す

・
洋
室
・:
車
イ
ス
の
方
に
も
使
い
や

す
い
ツ
イ
ン
ベ
ッ
ド
や
室
内
ト
イ
レ
、

浴
室
が
あ
り
ま
す

・
一
般
室
:・和
室

m位
、
ロ
丑

マ
料
金

1
泊
2
食
付
き
、
高
校
生

以
上
四
千
七
百
八
十
円、

中
学
生
以

下
回
千
二
百
八
十
円
か
ら

新
天
城
ド
l
ム

平
成
九
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た

「新

天
城
ド

1
ム
」
。
天
候
に
左
右
さ
れ

ず
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
テ
ニ
ス
、
フ

ッ
ト
サ
ル
、
ゲ
ー
ト
ボ

1
ル
な
ど

椋
々
な
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
め
ま
す
。

マ
料
金

(例
)午
前
中
半
面
使
用
の

場
合
七
千
五
百
円
。
時
間
帯
や
利
用

交通のご案内人 詳形
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プ
ロ
野
球
叡
タ
ン
リ
ー
グ

プ
ロ
野
球
イ
ー
ス
タ
ン
リ
1
グ
公

式
戦
が
平
塚
球
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

若
い
選
手
の
迫
力
あ
る
プ
レ
ー
を

ぜ
ひ
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。
試
合
開
始

は
、
各
日
と
も
午
後
六
時
で
す
。

夏
休
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

-
土
砂
災
害
を
防
ぐ
絵
画
・
ポ
ス
タ

ー
・
作
文

土
砂
災
害
か
ら
人
命
や
財
産
を
守

る
こ
と
を
呼
び
掛
け
る
た
め
、
小
中

学
生
を
対
象
に
絵
画
、
ポ
ス
タ
ー
、

作
文
を
募
集
し
ま
す
。

マ
応
募
塑
疋

絵
聞
と
ポ
ス
タ
ー
は
、

サ
イ
ズ
や
描
き
方
自
由
、
作
文
は
、

制
字
づ
め
原
稿
用
紙
5
枚
ま
で
。
い

ず
れ
も
未
発
表
作
品
に
限
る

マ
締
め
切
り

9
月
口
日

(
金
)

マ
応
募
方
法

絵
画
と
ポ
ス
タ
ー
は
、

画
用
紙
の
襲
、
作
文
は
原
稿
用
紙
に

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
学
室
、

学
年
、
年
齢
を
記
入
し
、

小
中
学
校

ま
た
は
水
政
課

(〒
制

l
附
浅
間
町

9
1
1
・
内
線
2
6
2
1
)
へ

-
プ
レ
サ
イ
ク
ル

「ご
み
を
生
ま
な
い

・
ご
み
を
出

さ
な
い
」
生
活
ス
タ
イ
ル
を
広
め
る

プ
レ
サ
イ
ク
ル
楳
簡
を
募
集
し
ま
す
。

マ
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
、
お
勤

マ
日
程

・
対
戦

・
8
月
日
日
(
日
)
横
浜
mm
巨
人

・
8
月
幻
自
(金
)
横
浜
町
ロ
ッ
テ

.
8
月
お
日
(
土
)
横
浜
四
日
本
ハ
ム

マ
入
場
料

大
人

一
千
円
(
内
野
自

由
席
)
、
高
校
生
以
下
は
無
料

マ
前
売
り

1
枚
の
チ
ケ
ッ
ト
で
お

好
き
な
試
合
が
1
試
合
観
戦
で
き
る

「共
通
前
売
券
」
を
総
合
公
園
管
理

事
務
所
で
発
売
し
て
い
ま
す

お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
合
公
園
管

理
怠
務
所

(宮
お
l
2
2
3
3)
へ
。

め
、
通
学
の
方

マ
応
募
規
定

①
1
人
2
点
②
1
点

初
字
以
内
@

木
発
表
作
品

マ
テ
l
マ
の
例

買
い
物
袋
の
持
参
、

過
剰
包
装
を
断
る
、
使
い
捨
て
商
品

を
考
え
る
、
再
生
品
の
利
用

マ
締
め
切
り

9
月
6
日
(月
)

マ
応
募
方
法

は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
標
語
を
記
入
し
、

環
境
業
務
課

(干
矧

l
mm浅
間
町
9

1
1
・
内
線
2
2
3
9)
へ

-
緑
化
標
語
・
ポ
ス
タ
ー

み
ん
な
の
気
持
ち
が
花
と
緑
で
い

っ
ぱ
い
に
な
る
よ
う
な
標
語
と
ポ
ス

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

体
験
し
よ
う

タ
新横綱「武蔵丸J法戸方 T貝 1J.t:〓戚;r.LJ豆亘窃

つ
幕 内 力士が総合体育館にやってきます。本場所さながらの吊り脳級に

マスn万、そして、力士の迫力をぜひ、ご覧くださν、。

[>日時 7月27日(火)・ 28日(水)

午1前}狗甘胞8時 ~ 午f後炎3訓
タマリR郎席z行鼻 14.000円

マ ス 即 44.000円 (4人)

マ ス 席 11.000円 (1人)

特別イス席 7.500円

イスrft 6.000円

[>販 売場所 総合衆内所 (ラスカ2

階)、市民プラザ、総合公園管理

事務所、総合体育館、神奈中各営

業所・駅前サーピスセンタ 一 国 スポーツ振興財団 (ft35-0102) 

ホ
ー
ム
ペ

l
ジ
づ
く
り
や
電
子
メ

ー
ル
を
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

お
も
し
ろ
さ
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

マ
日
時

8
月
M
R
(火
)
i
U
日

/
い
マ

(金
)、
午
前
9
時
鈎
分
1
日
時
泊
分

(小
学
生
コ
l
ス
)、
午
後
1
時
ぬ
分

1

3
時
泊
分

(親
子
コ
1
ス
)

マ
会
場
ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ

(M
Nピ
ル
叩
階
)

マ
対
象

・
小
学
生
コ

1
ス
・
:
小
学
校
5
年
生

1
6
年
生
日
人

(抽
選
)

・
親
子
コ

l
ス
・
:
小
学
校
3
年
生
1

6
年
生
と
保
護
者
5
組
(
抽
選
)

マ
締
め
切
り

7
月
お
日
(
月
)

お
申
し
込
み
は
、
往
復
は
が
き
に

住
所
氏
名
、
電
話
番
分
、
学
校
名
、
学

年
、
保
能
者
名
(親
子
コ
l
ス
は
不
要
)

を
記
入
し
、
情
報
シ
ス
テ
ム
謀
「
夏

休
み
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー
」

係

(〒
制
|
附
浅
間
町
9
1

1
・
内

線
2
6
3
6)
へ
。
受
講
無
料

マ
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
、
お
勤

め
、
通
学
の
方

マ
応
募
規
定

-
標
語
:
・
①
1
人
1
点
却
字
以
内
②

未
発
表
作
品

・
ポ
ス
タ
ー
:
・①
1
人
1
占
②
未
発

表
作
品
③
用
紙
は
B
3画
用
紙
ま
た

は
お

m
×
臼

m
の
用
紙

マ
締
め
切
り

9
月
8
日
(水
)

マ
応
募
方

法

標

賠
は
は
が
き
、
ポ

ス
タ
ー
は
盛
田
に
住
所
、
氏
名
、
性

別
、
年
齢
、

学
校
名

・
学
年
(勤
務

先
)
を
記
入
し
、

み
ど
り
公
園
課

(

一

T

矧
|
蹴
浅
間
町
9
1
1
・
内
線

2
5
9
1
)

へ

りんごの木のオーナーに臨時休館のお知5せ

[>料金

友好都市・岩手県花巻市の名産

「花巻りんご」の木のオーナーに

なってみませんか。

[>品種サンフジ

[>募集 本数 100本(先活}II頁)

[>オーナー料 14.αぬ円(l本1年限り)

1>収稽量約40kg(4箱)

※収穫後、 平塚市内まで一括して

送 ら れます。現地での収穫もで

きます。

お申し込みは、交流親善課 (n

25 -2520)へ。

次の期11日、臨時休館およびシス

テムの休止をします。

-駅前市民窓口センター

7月17円(ゴ二)・18日(日)

-公共施設情報システム

7月17口(土)-19日(月)

- 中央公民館大ホール

平成12年2月1日(火)-29日(火)

- 勤労会館

8刀 13口(金)・14日(土)

21世紀の環境にやさしいまちをめざすため、提言を募集します。

1>テーマ 環境に配慮した生活スタイル、地球温暖化防止策、環境にやさしい自

転車活用法など [>対象市内にお住まい、お勤め、通学する方またはグループ

(高校生以上) [>応募方法提言を2.000字以内にまとめ、住所、氏名を配入し、環

境政策課(〒254・8686浅間町9.1・FAX21.9603)へ [>締め切り 9月6日(月〉

環境への提言

r21世紀へのメッセージ]を募集
。問い合わせ先環境政策課(内線2659)



回

の思いを胸に

平
壌
市
に
は
、

昭
和
二
十
年
七
月

十
六
日
か
ら
十
七
日
未
明
に
か
け
て
、

大
規
模
な
空
襲
を
受
け
、
市
街
地
の

一戸
数
の
約
七
割
を
焼
失
す
る
と
い
う

悲
し
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
惨

事
を
繰
り
返
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、

市
で
は
、
昭
和
六
十
年
に
「
核
兵
器

廃
絶
平
和
都
市
」
章一
日
一行
し
、
以
来
、

平
和
の
尊
さ
、
大
切
さ
を
伝
え
る
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

マ
平
塚
大
空
襲
展

7
月
初
日

(
金
)
ま
で
、
午
前
9
時

1
午
後
5
時、

博
物
館
寄
贈
品
コ
ー

ナ
ー
、
月
間
剛
日
休
み

「平和」
職
豆
盛
部
@

ゆめ・ロマン・あこがれのI甲否園j
軟式から硬式野球に転向して、「甲子園Jとい

う大きな目標ができ、練習に熱が入る平塚江南高

等学校野球部。「夢」 に向かつて出発進行。

第651号 (1日・ 15日発行)広報ひ5っか

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
決
意
を
新
た
に
す
る
部
員
た
ち

灯ろ う流しは8月16日

マ
平
和
の
本
の
特
集

8
月
泊
目
(
日
)
ま
で
、
午
前
9
時

1
午
後
5
時
、
各
図
性
館
、
月
略
目

と
7
月
訂
日

(
土
)
は
休
み

マ
平
塚
空
襲
の
日
市
民
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

7
月
日
日
(
金
)
午
後
2
時
1
4

時
、
平
塚
駅
周
辺

マ
平
和
普
及
展

(写
真
パ
ネ
ル
や
戦

時
中
の
物
品
の
展
示
)

7
月
時
日

(金
)
i
n
日
(木
)
、
午

前
8
時
叩
分
i
午
後
5
時
、
市
役
所

1
階
市
民
ホ
1
ル
、
土

・
日
嗣
日

・

祝
日
は
休
み

マ
平
和
映
画
会

一
中
央
図
書
館一

午
前

m時
と
午
後

2
時
の
2
回
上
映

・
8
月
1
日
(
臼
)
「明
日
へ
の
伝
一言」

「炎
の
証
言
1
鎮
魂
の
析
り
」

・
8
月
8
日
(日
)「
青
い
自
の
人
形

物
語
」「
み
い
ち
ゃ
ん
の
手
の
ひ
ら
」

.
8
月
日
日

(日
)「
火
垂
る
の
基
」

一
西
図
書
館一

午
後
3
時
上
映

-
8
月
4
日
(水
)「
広
島
に

一
番
電

車
が
走
っ
た
」

マ
原
爆
と
人
間
展

8
月
4
臼
(水
)
1
m
日
(
火
)
、
午

六
月
二
十
四
日
、
梅
雨
空
の
下
、

全
国
の
高
校
球
児
の
あ
こ
が
れ

「甲
子
回
出
場
」
に
向
け
て
、
練
習

に
余
念
が
な
い
平
塚
江
南
高
等
学

校
野
球
部
を
取
材
し
ま
し
た
。

昨
年
、

軟
式
野
球
の
春
の
関
東

大
会
優
勝
と
い
う
輝
か
し
い
成
績

を
残
し
ま
し
た
。
こ
の
突
拍
を
踏

ま
え
て
同
校
O
B
の
佐
田
宮
雄
一

監
督
(現
在
東
海
大
学
四
年
生
)

や
部
員
た
ち
の
総
恕
で
硬
式
野
球

に
転
向
す
る
こ
と
を
選
択
し
、
昨

年
十
二
月
に
新
し
い
野
球
部
が
誕

生
し
ま
し
た
。

現
在
、
部
品
は
四
十
二
人
、
軟

式
当
時
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。

キ
ャ
プ
テ
ン
の
森
山
誠
君

(三

年
生

・
外
野
手
)
は、

「軟
式
と

硬
式
で
は
ボ
l
ル
が
変
わ
っ
た
だ

け
で
基
本
的
に
は
同
じ
と
患
っ
て

い
ま
し
た
が
、
い
ざ
締
糊
円
を
し
て

み
る
と
、
パ
ッ
テ
ィ
ン
グ
で
の
打

前
8
時
初
分
1
午
後
5
時
、
市
役
所

1
階
市
民
ホ
I
ル
、
土

・
日
制
臼
は

休
み

マ
平
和
灯
ろ
う
流
し

(す
い
と
ん
の

試
食
も
あ
り
ま
す
)

8
月
日
臼
夏
、
午
後
6
時
却
分

1
8時
、
金
目
川
観
音
橋
下
の
河
原

・
問
い
合
わ
せ
先
総
務
課

(内
線

2
6
6
5
)
 

故

}

事
動
訓

通
運
同

交
止

Z

の
防

ケ

夏

:

互
に
な
る
と
、
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
に

よ
る
過
労
運
転
や
開
放
感
に
よ
る
無

謀
迷
転
が
増
え
、
事
故
が
多
発
し
ま

す
。
お
出
か
け
の
際
は
、
十
分
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

マ
余
裕
を
も
っ
た
レ
ジ
ャ
ー
計
画

過
労
運
転
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

お
出
か
け
前
に
休
憩
場
所
を
決
め
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

マ
子
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う

子
ど
も
を
見
か
け
た
り
、
子
ど
も

「
青
少
年
議
員
」
に
な
ろ
う

日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
地
域
や
学
校

で
の
様
々
な
課
題
に
つ
い
て
調
査
し
、

自
分
た
ち
の
思
い
や
願
い
を
議
場
で

発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

開
放
感
か
ら

事
故
が
生
ま
れ
ま
す

球
の
飛
距
離
や
シ
l
ト
ノ
ッ
ク
の

ゴ
ロ
の
速
さ
な
ど
、
戸
惑
い
を
感

じ
た
部
員
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
」

「
こ
れ
か
ら
は

『申
チ
岡
』
と
い

う
大
き
な
目
標
が
で
き
ま
し
た
。

公
式
戦
で
は
昭和
智
の
み
な
さ
ん
を

魅
了
で
き
る
よ
う
全
力
で
プ
レ
ー

し、

一
試
合
、

一
試
合
を
大
切
に

し
て
い
き
た
い
」
と
熱
い
思
い
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

部
長
の
田
地
野
昭
彦
先
生
は
、

「軟
式
の
実
績
を
生
か
し
、
県
立

高
校
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
を
め
ざ
し

た
い
」
「
故
障
者
も
な
く
試
合
に
臨

ん
で
欲
し
い
」
そ
ん
な
思
い
で
、
温

か
く
部
只
を
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

硬
式
野
球
に
転
向
し、

「甲
子

図
」
へ
の
夢
が
広
が
っ
た
平
塚
江

南
高
等
学
校
野
球
部
。
ま
ず
は
、

公
式
戦
の
初
勝
利
を
め
ざ
し
ま
す
。

大
き
な

「肉声
」
に
向
か
っ
て
出
発

進
行
。

が
飛
び
出
し
て
き
た
り
し
そ
う
な
と

こ
ろ
で
は
、
必
ず
、

一
時
停
止
か
徐

行
を
し
ま
し
ょ
う
。
家
庭
で
も
お
子

さ
ん
が
出
か
け
る
前
に
は
、

「気
を
つ

け
て
ね
」
と
声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

1ち

行
乙
う
よ
!
シ
ニ
ア

リ
ー
ダ
ー
キ
ャ
ン
プ

シ
ニ
ア

・
リ
ー
ダ
ー
の
お
兄
さ
ん

や
お
姉
さ
ん
と

一
緒
に
、
野
外
炊
事

や
工
作
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
は
、
小
学
校
凹
年
生
か
ら
六

φ 

夏休み。囲基に挑戦

マ
本
会
議
日

時

叩
月
白
日

(日
)
午

前
9
時
泊
分
1
日
時
却
分

※
ほ
か
に
、
準
備
議
会
4
回

(8
月

6
日
・
9
円

・日
目、

叩
月
お
日
)

と
議
会
報
告

(平
成
ロ
年
3
月
4
日
)

が
あ
り
ま
す

マ
本
会
議
の
場
所

平
塚
市
議
事
堂

マ
対
象

小
学
校
5
年
生

i
m歳
の

柴田寛ニ ・ニ段を講師に、「ちび

っこ囲碁入門教室」を聞きます。

1>日 程 7月27日(火)・28日(水)、

8月3日(1<). 4 ~1 (7.1<)・10
日(火)、全S回

1>時間 午前9時30分~正午

1>対象 小中学 生50人 (先着順)

1>会場 青 少年 会館

お申 し込みは、青少年会館 (宮32
-7029)へo 参加燕料

考えよう! 地協のちからおと恕の役割
平成11年度は青少年健全育成の年

くうし快適メモ<連載②>

未成年奮の契約は

取り消しができます

教育総務課 (内線3515)国

平塚市は、平成 11年度の市政の重

要テーマを「青少年健全育成」 と し

ました。 未来を担う子ど もたちの

「生きる)JJゃ 「肢かな心」をはぐ

くみ、子どもが健やかに暮らしてい

けるまちづくりを進めます。

「おとなの役割」 や 「地域のちか

らJなどについて、共に考え、共に

活動し、汗少年が主体性を持って育

つ こ とができるまちをつくりま しょ

っ。

民法の規定により、米成年者と契約を

する場合には、法定代理人の同意が必要

です。 法定代理人の同訟を得ないでした

契約は、法定代理人か未成年者本人が取

り消すことができます。ただし、未成年

者が成人と偽った場合など取り消しがで

きない場合もあります。 市民活動推進課 (内線2263)

l 消匙一活湖淵獅糊相様蹴目臨服談…炎
電話(内線2包~ω~ でも相談できます 1 

方
犯
人
(
選
考
)

マ
締
め
切
り

7
月
初
臼

(月
)

お
申
し
込
み
は
、

指
導
室
(笠
原
分

庁
舎
1
号
館
1
階・

内
線
3
5
3
4)

な
ど
で
お
配
り
す
る
申
し
込
み
用
紙

に
必
要
耶
項
を
記
入
し
、
同
室
へ
。

'T
-
T
-
T-T
-
T-T
4
1T
・酬
I
剛i
T
4
:酬I
T-T
品
t
酬t
T・?
・剛
t
T・剛
I
T
-
T

年
生
ま
で
で
す
。

マ
日
程

8
月
比
口

(土
)
1
日
日

(日)、

1
泊
2
日

マ
会
場

び
わ
守
少
年
の
家

マ
{答
民

ω人
(
先
泊
順
)

マ
参
加
費

二
千
五
百
円

お
申
し
込
み
は
、

青
少
年
会
館

(E
M
M
l
|
7
0
2
9)

へ

閏

来 年の成人式を明るく楽しく心に残るような式典にするため、企画や運富に

参 加してみませんわ、。

1>対象市内にお住まいの18歳~30歳の方 1>定員 5人(抽選〉

1>申し込み 8月15日 (日)まで に事前電話連絡(宮32-7029)のうえ、青少年

会館へ

成人式の企画・運営に参加しよう
。問い合わせ先青少年課 (宮32・7029)



集 、¥ 電話23・11 1 1・35-11 1 1 平壌市役所

回平成11年7月15日

新
幹
線
新
駅
を
中
山
に
、
相
模
川
の
東
西
が
一
体
と

な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
す
「
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
構
想
」

の
計
画
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
原
市
で
は

現
在
、
「
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ

(
大
神
地
区
)
研
究
会
」
を
組

織
し
、
調
宣

・
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
一

方
、
県
や

関
係
市
町
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
「
新
幹
線
新
駅
設
置
促

進
期
成
同
盟
会
」
で
も
、
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
を
中
山
と
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
検
討
し
、
本
市
研
究
会
の
内
容
と
整

合
を
図
り
な
が
ら
、
計
画
を
取
り
ま
と
め
て
い
ま
す
。

学
識
経
験
者
な
ど
で
構
成
す
る

「
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ

(大
神
地
区
)

研
究
会
」
を
組
織
し
、
大
神
地

区
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
調

査

・
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

平
成
九
年
卜

一
月
、
東
海
道

新
幹
線
の
新
駅
誘
致
地
区
が
寒

川
町
倉
見
地
区
に

一
本
化
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
際
、
県
か
ら
は

相
模
川
に
新
た
な
橋
を
架
け
、

川
の
東
西

(謀
川
町
合
見
地
区

と
平
塚
市
大
神
地
区
)
が

一
体

と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
め

g

す

「
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
榔
想
」
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
平
塚
市
で
は

地
元
自
治
会
や
経
済
関
係
者
、

:や業務施設の誘致を進めるとともに、大神地区と周

2体系として、新たな公共交通の導入を検討します。

1てリアフリー型の交ヨ歪蕩射実づくりを進めます。

テ
ィ
墓

二
つ

の
役
割
を
持
た
せ
て
い
ま

す
。

。
環
境
と
の
共
生

自
然
環
境
へ
の
影
轡
を
で
き

る
だ
け
少
な
く
す
る
こ
と
や
、

都
市
ア
メ
ニ
テ
イ

(環
境
の
快

適
さ
)
な
ど
に
配
慮
し
た

?」

れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
先

導
し
ま
す
。

市

想
を

。
連
携
と
交
流
の
拠
点

東
海
道
新
幹
線
や
第
二
来
名

な
ど
の
高
速
交
通
を
生
か
し
、

広
域
的
な
交
流

・
連
携
を
促
す

新
た
な
拠
点
に
な
り
ま
す
。

7
つ
の
塁
本
理
怠

「環
境
と
の
共
生
」
「
述
併
と

交
流
の
拠
点
」
と
い
う
こ
つ
の

。自然を勤1したまちづくり
相欄11など河川空間の活用と、公

園や緑地、繊箪などのネッ トワーク

により、水やみどりなどの自然を生

かしたまちづくりを進めます

形成のイメージ
直システム
吋

す

役
割
を
来
た
す
た
め
、
七
つ
の

基
本
理
念
(
写
真
・
イ
ラ
ス
ト

参
照
)
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

な
お
、
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ

(大

神
地
区
)
基
本
構
想
に
つ
い
て

詳
し
く
説
明
し
た

「調
査
報
告

官
」
は
、
市
役
所
三
階
の
市
政

情
報
コ
ー
ナ
ー
や
図
作
館
、
公

民
館
な
ど
で
削
党
で
き
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

う
ぞ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ま
た
、

当
日
の
意
見
発
表
者

も
募
集
し
て
い
ま
す
。

マ
日
時

8
月
5
口
(
木
)
午
後

6
時
1
8時

マ
会
場
ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ

ラ
ザ

(
M
Nピ
ル
日
階
)

マ
定
員

削

人

(抽
選
)

マ
締
め
切
り

7
月
初
円

(月
)

マ
申
し
込
み
先

・
神
奈
川
県
県
土
聾
備
総
務
室

(E
MWI
m
-
-
1
1
1内
線
6

2
2
6)
 

・
平
塚
市
企
画
諜
宮
(幻
)
8
7

a
U
A
U
 

県
民
集
会
に

ご
参
加
く
だ
さ
い

「
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
の
形
成
と

新
幹
線
新
駅
の
誘
致
に
向
け
て
」

を
テ
1
マ
に
、
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ

梢
恕
に
つ
い
て
考
え
る
平
塚
地

域
県
民
集
会
を
聞
き
ま
す
。
ど

4 

JR相模線

総際総
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療育相談室
(豊田分庁舎)

8. FAX32 -2738 
0子どもの発達・発育の相談

・毎週月ー水ー金曜日10時~

15時(来所相談は予約制)

子育て支援センター
(須賀保育園 2階)

8. FAX21-7639 
0子育ての相談・情報提供

毎週月~金曜日 9時30分~

16時(第3月曜日午後除く)

子ども教育相談センター
(崇善小学校北側)

836-6013 
。来所 毎週月~金曜日10時

~17時

。電話 毎週月~土曜日9時

~17時(第2 ・ 4土隠日を除く)

青少年相談室
(市民センター2階)

834-7311 
く〉青少年相談(お子さんにつ

いての相談)毎週月~金曜

日10時~17時
ゐゐで"，.，ゐ..し

0ヤンク.テレホンn33-7830

(青少年専用ダイヤル)

毎週月~金曜日10時(土曜

日は13時)~18時30分

館
央
民

中
公錦

口
側
、子

ど
も
教
育

園

一

姻
駁
セ
ン
タ
ー
チ

民
ン

市
セ

8月12日(木)10時~。婦人

15時

。健康(相談員は保健婦)

毎週月~金曜日9時~16時

健康相談
(保健センタ一)

834-0311 
。電話毎週月~金曜日10時

~16時

。育児相談(来所) 毎週水曜

日9時30分~10時30分

233-2333 
。専門(法律、金融、住宅、保

健医療-要予約) 9月9日

(木)13時30分~15時30分

。生活支援 毎週月~金曜日

8時30分~17時

。ボランティア 毎週月~金

曜日8時30分~17時

く〉母子 毎週月~金曜日9

時~16時

。家庭児童毎週月~金曜日

9時~16時

福祉会館

保健福祉総合相談
(市役所 1階)

821-8779 
()来所・電話 毎週月~金曜

日8時30分~17時

。手話案内 毎週金隈日9時

~1 2時30分

。建築設計・耐震・バリアフリー

8月16日 (月 )13時~16日寺

。高年齢者職業 7月15日

(木)、 8月3日(火)、 5日

(木)、 17日(火)9時~12時

。許認可各種届出 8月24日

(火)13時~16時

く〉一般市民毎週月~金曜日

9跨~16時

環
境
と
の
共
生
、

連
携
と
交
流
の
拠
点
に

県
の
計
阿
や
現
在
の
特
性
な

ど
を
考
え
あ
わ
せ
、
ツ
イ
ン
シ

テ
ィ
(
大
神
地
区
)
に
は
、
次
の

市民相談室
(市役所 1階)

823-1111内線2293
0人権 8月3日(火)、17日

(火)、 13時~16時

。行政 8月17日(火)、 9月

21日(火)13時~16時

く〉一般法律毎週水曜日と毎

月第4木曜日13時~16時

※一般法律は予約制.8月は休み

0登記・供託・測量 8月13日

(金)13日寺~ 1 6時

。住宅新改築 8月17日(火)、

9 月 21 日(火)13時~16時

く〉発明・考案・特許 8月9日

(月 )10時~15時

く〉労働 8月12日(木)13時~

16時

。下請け取り引き 7月15日

(木)、 8月19日(木)13時30

分~16時

く〉年金・社会保険・労災

10日(火)10時~15時

。消費生活毎週金曜日9時

~16時

8月

み
ん
な
で
つ
く
る
平
塚

あ
な
た
の
「
声
」
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
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人・物・情報の交

辺地域を結13i将来的

また、歩行者を優先

ま
ち
“
つ
く
り

。
広
域
的
な
交
流
を
図
る

の
¥
ト

ペ

スポンコ

。アメニティ豊かなまちづくり
スポーツやレクリエーション

して健康的思生活を支漉する空

くりや、医狸窃笛5紅海入芯どlこc

すべての人々にやさしいまちづ

を進めます

。麟への影響を抑えたまちづくり
環境保全への取り組みやエネルギーの効率

的な利用、電気自動車の導入、リサイクルの

支援などにより、環境への影響を抑えたまち

づくりを進めます

脅
少
牟
フ
ォ
ー
ラ
ム
念
ど
を
予
算
措
置

ムヶ
0
0
0十

ツインシテ

市
議
会
6
月
定
例
会
の
結
果

9月1日開館予定の大原公民館。市内25館自

の地区公民館となります。写真左側にある

大原小学校とは、渡り廊下でつながってい

ます。総工費は約5億円です。

六
月
三
十
日
に
閉
会
し
た
市

議
会
六
月
定
例
会
で
は
、

「平
成

士

年
度
一
般
会
計
補
正
予
さ

な
ど
十
二
議
案
を
市
長
が
提
案

し
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
議
員
提
出
の

「地
方
分
権

一
括
法
案
の
早
期
成

立
等
を
求
め
る
決
議
」
な
ど
八

会
議
案
は
、
「
犯
罪
捜
査
の
た
め

の

「通
信
傍
受
法
案
」
に
関
す

る
意
見
骨
」
な
ど
二
議
案
が
否

決
さ
れ
、
六
議
案
が
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、

「ベ
ル
マ
l
レ
平
塚
の

存
続
お
よ
び
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

の
練
習
会
場
の
誘
致
支
援
を
求

め
る
請
願
」
な
ど
が
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。
な
お
、
審
議
内
容
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
八
月
上
旬
発
行

予
定
の

「
ひ
ら
つ
か
議
会
だ
よ

り
」
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

-
平
成
刊
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
:
・
二
億
四
千
七
百
五
十
二

万
三
千
円
を
追
加
。
こ
の
結
果
、

一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
、
七

百
十
四
億
五
千
七
百
五
十
二
万

三
千
円
に
な
り
ま
し
た。

主
な
内
容
は
、

背
少
年
健
全

育
成
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
関
係

経
費
、
仮
称
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
建
設
事
業
準
備
経
資
、
歩
道

設
也
事
業
の
推
進
経
費
で
す
。

。新たな産業拠45づくり
広毎佼交通と情報ネットワークの活用により、新たな産

業の誘致や既存産業の高度化を進め ま す。また、先駆的

な f環境産業」の拠点としてのまちづくりを進めます 公
共
交
通
結
節
点

。新たな社会システム・ライフスタイルづくり
市民と行政の協力体制づく りや負担のルール化など、

従来の法や制度の枠組みを超えた取り組みができるよう

なまちづくりを進めます

-
平
成
日
年
度
平
塚
市
競
輪
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
・
-E
十
四

億
三
千
三
百
二
十
二
万
六
千
円

を
追
加
。
こ
の
結
果
、
競
輪
事

業
特
別
会
計
の
予
算
規
模
は
、

二
百
八
十
四
億
二
百
二
十
二
万

六
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、
新
た
な
フ
ァ

ン
層
の
開
拓
と
競
輪
卒
業
の
活

性
化
を
図
る
た
め
の
ナ
イ
タ
ー

競
輪
開
催
経
費
(
投
光
器
の
憎

設
な
ど
)
で
す
。

A'平
塚
市
介
護
認
定
審
査
会
の

定
数
等
を
定
め
る
条
例
・
・
・
来
年

四
月
に
施
行
さ
れ
る
介
護
保
険

法
に
あ
わ
せ
、

介
護
認
定
審
査

会
の
委
貝
の
定
数
を
四
十
二
人

と
定
め
る
な
ど
全
三
条
か
ら
な

る
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

-
平
塚
市
立
公
民
館
の
設
置
及

。市民と協働したまちづくり
環境との共生への取り組みなどにおいて、 平塚市の先

辺地区と しての役割を果たすことかう、市民と行政が一

体となったまちづくりを進めます

び
管
理
等
に
関
す
る
条
例
の

一

部
を
改
正
す
る
条
例
・
:
九
月

一

日
に
市
立
大
原
公
民
館
を
開
設

す
る
こ
と
に
伴
い
、
館
の
名
称

や
位
置
を
定
め
ま
し
た
。

A'ベ
ル
マ

l
レ
平
塚
の
存
続
お

よ
び
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
練
習

会
場
の
誘
致
支
援
を
求
め
る
請

願
・
:
ベ
ル

マ
1
レ
平
塚
に
つ

い

て

「青
少
年
の
健
全
育
成
、
市

民
の
体
力
向
上
に
大
い
な
る
役

割
を
来
た
し
て
き
た
。
ま
ち
の

大
切
な
財
産
」
と
位
置
づ
け、

「存
続
を
求
め
る
市
民
の
意
向
を

尊
重
し
、
支
援
に
尽
力
い
た
だ

き
た
い
」
と
求
め
ま
し
た
。
併

せ
て
こ
0
0
二
年
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
の
際、

平
塚
競
技
場
な
ど

を
練
明
日
会
場
と
し
て
誘
致
す
る

述
動
の
支
援
も
要
望
し
ま
し
た
。

A-A' 
A

マA' A' A' 
A

マ

。A' 
A
V
 A--

A
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A
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W
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A

・-A' A' A' 
A

マ

-
A
V
 

A
V
 

A
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※
問
い
合
わ
せ
先

広
報
広
聴
課

思
春
期
の
心

A
子
さ
ん
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
友
人
と
の
ト

ラ
ブ
ル
か
ら
仲
間
外
れ
に
さ
れ
、
学
校
へ
行
く

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た。

小
学
生
の
後
半
か
ら
中
学
生
の
こ
ろ
は
「
思

春
期
」
と
い

っ
て
、
子
ど
も
が
大
人
に
な
っ
て

い
く
大
変
重
要
な
時
期
で
す
。
身
体
も
急
に
発

達
し
、
性
的
な
防
加
熱
も
始
ま
り
、
そ
れ
に
伴
っ

て
白
分
向
身
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
も
変
化
し
て

い
く
時
期
で
す
。
「
私
っ
て
何
だ
ろ
う
」
と
い

、?単
純
な
凝
聞
が
、

心
の
中
で
動
い
て
く
る
の

で
す
。A

子
さ
ん
は
、
恐
ら
く
こ
の
時
期
に
さ
し
か

n
u
-
-門
戸
』

nullhF7'nun斗
「

o
n円
u
Q
U

(内
線
2
3
5
5
)

か
つ
て

「
こ
ん
な
自
分
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
」

と
漠
然
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
仲
間
外
れ
に

さ
れ
、
す
っ
か
り
自
信
を
無
く
し
て
し
ま
っ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
ん
な
自
分
で
は

「生
き

て
い
ら
れ
な
い
」
と
い
う
ほ
ど
に
、
感
じ
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。

こ
ん
な
気
持
ち
で
は
、
学
校
へ
行
く
こ
と
が

で
き
な
い
の
も
当
然
だ
と
思
い
ま
す
。
学
校
へ

行
か
な
い
と
、
親
は
何
と
か
行
か
せ
よ
う
と
必

死
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は

「私
は
こ

れ
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
」
と
思
っ
て
い
る
子
ど

も
に
、

「そ
れ
で
は
い
け
な
い
」
と
言
っ
て
い

る
の
と
同
じ
こ
と
で
す
。

「私
は
こ
れ
で
い
い
ん
だ
」
に
変
化
す
る
に

は、

「こ
ん
な
私
で
も
家
肢
は
愛
し
て
く
れ
て

い
る
」
と
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ

ん
な
中
で
「
生
き
て
い
ら
れ
な
い
」
と
ま
で
追

い
詰
め
ら
れ
た
心
も
、
次
第
に
、
い
や
さ
れ
て

い
く
の
で
す
。
あ
ま
り
無
理
に
設
校
さ
せ
よ
う

と
せ
ず
、
見
守
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

-
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

崇
普
小
学
校
北
側
包

(お
)
6
0
1
3

。&A
---食
事
を
抜
い
て
空
腹
状
態

が
長
く
続
く
と
、
体
脂
肪
が

た
ま
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、

つ
い
食
べ
過
ぎ
る
原

因
に
も
な
り
ま
す

③
主
食

・
主
楽

・
副
菜
を
そ

ろ
え
て
食
べ
る
:
-例
え
ば
、

ご
飯

(主
食
)
、
肉
や
魚
料
理

(主
楽
)、
野
菜
や
海
藻
や
き

の
こ
(
副
菜
)
を
一
、

二
品、

と
い
う
よ
う
に
組
み
合
わ
せ

る
と
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
ま
す

④
よ
く
か
む
:
・
繊
維
た
っ
ぷ

り
の
お
か
ず
が

一
品
あ
る
と

肥
満
の
原
因
と
な
る

「早
食

い」

を
防
ぎ
、
さ
ら
に
脳
の

満
腹
中
枢
を
刺
激
し
て
、
お

な
か
が
い

っ
ぱ
い
に
感
じ
ら

れ
ま
す
。

最
後
に
、
お
い
し
く
、
楽

し
く
食
べ
る
こ
と
。
そ
れ
が

長
続
き
さ
せ
る
秘
け
つ
で
す

0

.
保
健
セ
ン
タ
ー

包

(
鈍

)
0
3
1
1

タ
イ
工
ツ
ト
と
リ
バ
ウ
ン
ド

質
問

。ω
え
っ
て
体
重
や
体
脂
肪
誌
が

増
え
て
し
ま
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
食
べ
な
い
ダ
イ
エ
ッ
ト

は
必
ず
リ
バ
ウ
ン
ド

(跳
ね

返
り
)
が
あ
る
の
で
す
。

そ
こ
で
、
健
康
的
に
や
せ

健
康
的
に
や
せ
る
た
め
の

食
生
活
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

お
答
え

食
事
の
註
を
極
端
に
減
ら

し
、
体
重
を
減
ら
す
よ
う
な

ダ
イ
エ
ッ
ト
情
報
が
あ
ふ
れ

で
い
ま
す
。
し
か
し
、
人
間

の
生
理
機
能
を
無
視
し
た
こ

れ
ら
の
方
法
は
、
成
長
障
害

や
貧
血
、
骨
粗
し
よ
う
症
な

ど
、
様
々
な
弊
容
を
も
た
ら

し
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
場

合
は
長
続
き
せ
ず
、
結
局
は

元
ど
お
り
か
、
元
以
上
に
食

べ
す
ぎ
る
こ
と
に
な
り
、
か

る
た
め
の
食
生
活
チ
ェ
ッ
ク

項
目
を
紹
介
し
ま
す
。

@

円

安

知
る
:
食
事
の
盈

は
年
齢

・
体
格

・
生
活
習
慣

な
ど
に
よ
り
異
な
り
ま
す。

体
に
必
要
な
栄
養
素
を
し
っ

か
り
と
る
こ
と
が
大
切
で
す

②
三
度
の
食
事
を
必
ず
と
る

夏になると水の事故が増えます。特に、水泳やマリンスポーツをするときは、

次のことに注意 しましょう。①健願状態をチヱツクする②酒を飲んだら海や川

に行かない③波が高いときは海に行かない④遊泳禁止区域で泳がない⑤小さい

子どもが水泳や釣りに行くときは大人が付き添う

「泳ぎ」の前の5つの約束
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